
今月の会員数／1,032人（医科730人・歯科302人）

主な記事発　行　所
石川県保険医協会

〒920‐0902  金沢市尾張町２丁目8番23号
太陽生命金沢ビル8階

☎（076）222‐5373番 ＦＡＸ（076）231‐5156番
URL  http://ishikawahokeni.jp/
編集部E-mail ; iskw_sugino@doc-net.or.jp
発行人 西　田　直　巳
印刷所 ソノダ印刷株式会社
　購読料 1年間 5,000円（〒共）
（※本紙の購読料は会費に含まれます）

２面　ゴルフコンペ
３面　サタデイナイトセミナー
４面・５面　ザ・公衆衛生
５面　診察室から飛び出す歯科医①
６面　社会保障・税一体改革
７面　地域医療連携室訪問

中
断
し
て
い
た
保

険
医
休
業
保
障
制

度
が
再
開
さ
れ
る

運
び
と
な
っ
た
▼

二
〇
〇
五
年
四
月
に

第
百
六
十
二
回
通
常

国
会
で
保
険
業
法
が
改
正
さ
れ

（
二
〇
〇
六
年
四
月
施
行
）、
保

険
医
休
業
保
障
制
度
は
、
そ
の

改
正
や
新
規
募
集
停
止
に
追
い

込
ま
れ
た
。
以
来
五
年
間
、
保

険
業
法
の
適
応
除
外
を
求
め
て

国
会
議
員
要
請
、
署
名
活
動
、

関
係
団
体
と
の
連
携
な
ど
の
運

動
に
取
り
組
む
▼
二
〇
一
〇
年

十
一
月
に
「
保
険
業
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
が
、
参
議

院
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決

し
成
立
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
二

年
を
か
け
て
各
保
険
医
協
会
、

保
団
連
共
済
制
度
運
営
委
員

会
、
保
団
連
代
議
員
会
・
理
事

会
な
ど
で
議
論
を
尽
く
し
た
。

ま
た
、
保
団
連
は
金
融
庁
と
の

交
渉
を
重
ね
、
合
意
案
に
至
っ

た
▼
今
年
九
月
九
日
の
保
団
連

第
四
十
五
回
臨
時
大
会
で
の
承

認
を
受
け
て
、
同
日
に
「
一
般

社
団
法
人
保
険
医
休
業
保
障
共

済
会
」
が
設
立
さ
れ
る
。
十
二

日
に
法
務
局
に
登
記
申
請
を
行

い
、
二
十
一
日
に
登
記
手
続
き

が
完
了
し
た
▼
石
川
協
会
も
共

済
部
会
を
開
き
、
制
度
全
体
や

休
保
審
査
の
流
れ
な
ど
を
再
確

認
し
、
休
保
共
済
会
の
代
理
店

と
な
る
準
備
を
進
め
る
。
い
よ

い
よ
来
年
三
月
か
ら
、
新
規
募

集
が
始
ま
る
。
保
険
医
休
業
保

障
制
度
加
入
に
よ
り
、
会
員
医

師
・
歯
科
医
師
は
療
養
に
専
念

し
て
も
、
そ
の
間
の
医
療
従
事

者
の
確
保
や
代
診
医
の
手
配
な

ど
に
よ
っ
て
診
療
活
動
を
継
続

で
き
、
地
域
医
療
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
。

十
月
二
十
一
日
（
日
）、
輪

島
市
文
化
会
館
に
お
い
て
、
小

山
珠
美
氏
（
東
名
厚
木
病
院
看

護
師
）
に
よ
る
「
経
口
摂
取
実

現
の
た
め
の
実
践
的
ス
キ
ル
」

と
題
す
る
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
百
三
人
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。
能
登
北
部
医
師
会
と

の
共
催
は
三
年
目
で
あ
り
、
過

去
二
年
の
褥
瘡
・
創
傷
に
続
き
、

今
年
は
い
よ
い
よ
摂
食
嚥
下
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
。

伊
藤
英
章
能
登
北
部
医
師
会

副
会
長
（
輪
島
市
・
内
科
）
の

ご
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
昨
年
の

金
沢
会
場
で
も
大
変
好
評
で

あ
っ
た
小
山
珠
美
氏
に
再
度
お

運
び
い
た
だ
い
た
。
氏
が
責
任

者
を
務
め
る
同
病
院
の
摂
食
嚥

下
療
法
部
の
活
動
は
、
今
年
に

入
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
放
送
で
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
認

知
度
も
高
ま
っ
て
お
り
、ま
た
、

大
手
出
版
社
か
ら
「
摂
食
・
嚥

下
障
害
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
な

ど
の
書
籍
が
相
次
い
で
出
版
さ

れ
る
、ま
さ
に
時
の
人
で
あ
る
。

そ
の
講
演
は
、「
ど
の
よ
う
な

障
害
が
あ
っ
て
も
何
と
か
口
か

ら
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
の

一
念
か
ら
、
そ
れ
を
科
学
し
、

ス
キ
ル
を
磨
き
、
仲
間
を
集
め

組
織
化
し
、
近
隣
の
医
療
機
関

を
啓
蒙
し
連
携
し
、
患
者
の
尊

敬
と
感
謝
を
受
け
な
が
ら
、
さ

ら
に
自
問
自
答
し
成
長
を
目
指

す
飽
く
な
き
挑
戦
の
軌
跡
で
あ

り
、
昨
年
お
話
い
た
だ
い
た
内

容
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
貴
重
な
経
口
摂
取

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
た
動
画

の
数
々
は
、
最
新
刊
の
事
例
集

と
リ
ン
ク
し
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
そ
う
だ
が
、
登
場
す
る
患

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た

め
ビ
デ
オ
撮
影
な
ど
は
ご
遠
慮

を
、
と
い
う
こ
と
で
、
当
日
参

加
者
だ
け
が
満
喫
で
き
る
、
ま

さ
に
「
ラ
イ
ブ
」
で
あ
っ
た
。

氏
は
、
直
接
嚥
下
訓
練
を
非

常
に
重
視
し
て
お
ら
れ
、
と
く

に
今
回
の
講
演
で
初
め
て
言
及

さ
れ
た
と
い
う
「
食
事
介
助
」

の
手
技
は
、
疾
患
の
理
解
、
患

者
の
状
態
把
握
、
食
事
姿
勢
の

適
正
化
（
腕
の
位
置
、
王
様
座

り
等
々
）、
介
助
の
環
境
整
備

（
介
助
の
動
線
や
テ
ー
ブ
ル
の

位
置
）
な
ど
、
一
見
地
味
な
が

ら
、
実
は
医
学
知
識
と
実
践
の

集
大
成
で
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ

れ
た
。

ち
ょ
う
ど
去
る
七
月
に
開
催

し
た
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル

の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
胃

ろ
う
は
本
当
に
や
め
ら
れ
る

か
」
へ
の
一
つ
の
回
答
が
、
正

し
く
科
学
さ
れ
た「
食
事
介
助
」

法
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

今
回
も
、
急
性
期
病
院
か
ら
在

宅
・
施
設
ま
で
の
「
多
施
設
」、

医
師
・
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生

士
、
看
護
師
、
Ｏ
Ｔ
・
Ｐ
Ｔ
・

Ｓ
Ｔ
、
栄
養
士
か
ら
介
護
職
ま

で
の
「
多
職
種
」
が
重
層
的
に

集
う
会
と
な
っ
た
。
今
後
も
こ

の
テ
ー
マ
を
広
げ
て
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

電話 ： ０７６（２２２）５３７３／ＦＡＸ ： ０７６（２３１）５１５６
主催　石川県保険医協会／学術・保険部

・・・・・日ごろの疑問の解決のために・・・・・・・・・・日ごろの疑問の解決のために・・・・・

よろず勉強会

メインテーマ

と　き

講　師

痛くてイヤな?! むし歯の治療
浜田歯科クリニック院長　濱田　久 先生
2012年11月29日（木）午後７時１５分～午後８時４５分

ところ 近江町交流プラザ ４階「研修室２」
対　象 保険医協会会員（参加は無料、定員は先着３０人とさせていただきます）
申込み１１月２２日まで

※駐車場は近江町いちば館併設の
　駐車場へ（無料）

～またまた「歯科」のテーマです～
今回も医科会員のための歯科講座です。テーマは「むし

歯の治療」です。このシリーズで先回、「カリオロジー（う
蝕の科学）」についての講演がありましたが、今回は「治
療」についての内容です。
医科の先生方の多くのご参加をお待ちしています。

●医科会員のための歯科講座●

（講師の先生への質問がある場合は、１１月１５日まで）に
ＦＡＸでお申し込みください。

第26回
なんでも学術!
なんでも回答?

医
師
と
コ・メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
in
能
登

理
事

　小
川

　滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）

経
口
摂
取
実
現
の
た
め
の

　
　
　
　
　ス
キ
ル
を
学
ぶ

〜
小
山
氏
に
よ
る
実
践
の
集
大
成
〜

講師の小山珠美氏

103人が参加して開かれた医師とコ・メディカルのための講演会 in 能登
（10月21日・輪島市文化会館）

共催の能登北部医師会を代表して開会
あいさつに立つ伊藤英章同会副会長

司会を務めた小川滋彦理事
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好
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
ゴ
ル

フ
日
和
の
中
、
白
山
カ
ン
ト

リ
ー
松
風
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

た
保
険
医
協
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
三

回
目
の
参
加
で
、
顔
見
知
り
の

方
も
多
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
楽
し
く
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
途
中
、「
ワ
ー
」

と
か
「
あ
ら
ー
」
と
か
言
い
な

が
ら
、
失
敗
も
楽
し
み
な
が
ら

十
八
ホ
ー
ル
を
回
っ
て
き
ま

し
た
。

ゴ
ル
フ
は
、
年
齢
や
性
別
、

体
格
や
職
業
な
ど
に
関
係
な

く
、
ど
な
た
と
も
ご
一
緒
で
き

る
本
当
に
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
女
性
の
部
で
「
一
等

賞
」
と
い
う
こ
と
で
コ
メ
ン
ト

を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
女
性
の
参
加

は
二
人
で
、
ス
コ
ア
も
ち
ょ
っ

と
上
回
っ
た
だ
け
で
す
（
汗
）。

そ
れ
で
も
頑
張
っ
た
ご
褒
美
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
品
を
用

意
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し

た
。
ス
コ
ア
は
と
も
か
く
、
女

性
に
は
と
て
も
優
し
い
コ
ン
ペ

で
し
た
。

ま
た
、
平
田
先
生
の
ご
厚
意

で
、
能
登
島
産
の
お
米
が
全
員

に
配
ら
れ
、
家
族
へ
の
う
れ
し

い
お
土
産
に
な
り
ま
し
た
。「
参

加
者
が
も
っ
と
増
え
た
ら
、
松

茸
を
用
意
す
る
か
も
？
」
と

言
っ
て
お
ら
れ
た
平
田
先
生
、

幹
事
の
皆
様
、
本
当
に
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

快
晴
微
風
、
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
コ
ン
ペ
当
日
を

迎
え
ま
し
た
が
、
会
場
の
白
山

松
風
コ
ー
ス
は
、
も
と
も
と
相

性
の
よ
く
な
い
コ
ー
ス
で
、

ま
っ
た
く
期
待
し
な
い
で
参
加

し
ま
し
た
。

い
つ
も
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト

前
の
記
念
撮
影
に
始
ま
り
、
平

田
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
と
続

き
、
プ
レ
ー
に
移
り
ま
し
た
。

ご
一
緒
し
た
の
は
、橋
本
先
生
、

能
勢
先
生
、
河
奥
さ
ん
の
御
三

方
で
、
橋
本
先
生
は
初
め
て
回

る
方
で
、
あ
と
の
お
二
人
は
、

以
前
回
っ
て
い
て
知
っ
て
い
た

の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

恒
例
の
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル

二
百
円
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
（
グ

リ
ー
ン
に
乗
ら
な
い
と
二
百

円
）
は
、
最
初
か
ら
八
百
円
入

れ
ま
し
た
。
ど
う
せ
乗
ら
な
い

と
分
か
っ
て
い
ま
し
た
の

で
・
・
・（
笑
）。
同
組
の
能
勢
、

河
奥
両
氏
は
飛
ば
し
屋
で
、
橋

本
先
生
は
ス
テ
デ
ィ
な
技
巧

派
。
私
と
き
た
ら
出
だ
し
か
ら

チ
ョ
ロ
で
始
ま
り
最
初
の
二

ホ
ー
ル
だ
け
ま
ぐ
れ
で
パ
ー
を

と
れ
ま
し
た
が
、
あ
と
は

シ
ョ
ー
ト
、
ダ
ボ
、
ロ
ン
グ
は

Ｏ
Ｂ
で
ト
リ
と
、
い
つ
も
の
と

お
り
バ
タ
バ
タ
で
し
た
。
何
と

か
九
番
の
ロ
ン
グ
、
ま
ぐ
れ
の

バ
ー
デ
ィ
ー
で
、
前
半
は

四
十
三
で
し
た
。
五
番
ホ
ー
ル

が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
橋
本

先
生
が
急
患
で
途
中
で
お
帰
り

に
な
ら
れ
た
の
が
寂
し
か
っ
た

で
す
。
せ
っ
か
く
先
生
も
前
の

ホ
ー
ル
か
ら
調
子
が
出
て
き

て
、
パ
ー
、
パ
ー
と
こ
ら
れ
た

の
に
残
念
で
し
た
。

途
中
、
昼
食
休
憩
を
は
さ
ん

で
後
半
の
ホ
ー
ル
へ
と
入
り
ま

し
た
が
、
こ
ち
ら
も
鳴
か
ず
飛

ば
ず
で
四
十
四
の
ト
ー
タ
ル

八
十
七
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
に
恵
ま
れ
て
、

思
い
が
け
ず
、
優
勝
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
同
伴
メ
ン
バ
ー
の
ご
三
方

に
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
い
た
結

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
兼
ね
た
協
会

の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来

年
も
ぜ
ひ
皆
様
の
参
加
を
お
願

い
し
て
、
優
勝
並
び
に
お
礼
の

言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

電話 ： ０７６（２２２）５３７３／ＦＡＸ ： ０７６（２３１）５１５６
主催　石川県保険医協会

見　学 ㈱久世酒造店さん
（河北郡津幡町清水イ１２２　ＴＥＬ076-289-2028）

と　き ２０１３年２月３日（日）午前９時２０分／金沢駅西口集合

ところ ㈱久世酒造店＆料理旅館「勝崎館」
定　員 ３０人（先着順です）※毎回好評のため、お早めにお申し込みください。
参加費 お一人 １万円（昼食・飲み物代、バス代、保険料として当日集めます）
参加者 会員、家族、スタッフの方々
申込み 案内チラシ裏面の申込書に必要事項をご記入の上、１月２１日（月）までに、

お申し込みください。
※ただし、締切前でも定員に達し次第、締め切らせていただきます。
※締切までに１０人に達しない場合は、中止させていただきます。

─詳しくは案内チラシをご覧ください─

・午前９時２０分 …… 金沢駅西口集合・出発（5分前までにお越しください）
・午前１０時 ……… 久世酒造店を見学。ビデオや楽しいお酒のお話しをお聞きします。
  　※試飲（漬け物、酒粕焼き）・もちろん銘酒の購入もできます。
・正午 …………… 料理旅館「勝崎館」（懐石料理とお酒飲み放題）
・午後３時ごろ …… 金沢駅西口着・解散
  ※交通事情などにより、時間がずれる場合がありますので、ご了承ください。

㈱久世酒造店（見学）＆
料理旅館「勝崎館」（昼食）を訪ねて

石川県保険医協会・第5回冬の文化企画

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
2012

浅
野

　敬
子（
金
沢
市・看
護
師
）

女性の部

優勝
女
性
に
優
し
い
コ
ン
ペ

大
平
三
四
郎（
金
沢
市・歯
科
）

男性の部

優勝
同
伴
メ
ン
バ
ー
の
お
か
げ

女性の部優勝の浅野敬子さん
（金沢市・看護師）

男性の部優勝の大平三四郎文化部員
（金沢市・歯科）

総勢19人が参加して開かれた2012年ゴルフコンペ
（10月14日・白山カントリー倶楽部）

《
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
に
つ
い
て
》

当
ゴ
ル
フ
大
会
で
集
ま
り
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金

は
、
保
団
連
の
災
害
対
策
担
当
部
署
に
届
け
ま
す
。

石 川 保 険 医 新 聞 2012年11月15日（毎月15日発行）（2）第487号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

十
月
十
四
日
（
日
）、
石
川
県
保
険
医
協
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
、
白
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
松
風
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
長
か
っ
た
夏
の
暑
い
日
も
終
わ
り
、
日
差
し
も
さ

ほ
ど
強
く
な
く
、
秋
風
が
少
し
吹
く
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と

な
り
、
参
加
者
十
九
人
が
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

保
険
医
協
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
特
徴
は
、
医
師
、
歯
科
医

師
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
や
従
業
員
の
方
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
安
い
参
加
費
で
、
参
加
者
全
員
が
豪
華
な
景
品
を

も
ら
っ
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
で
す
。

今
大
会
の
個
人
優
勝
は
、
大
平
三
四
郎
先
生
（
歯
科
）
で

グ
ロ
ス
八
十
七
、
ネ
ッ
ト
七
十
一
・
四
で
し
た
。
準
優
勝
は
、

向
弘
之
先
生
（
歯
科
）。
女
子
の
部
は
、
昨
年
個
人
優
勝
の

浅
野
敬
子
さ
ん（
城
北
病
院
・
看
護
師
）で
グ
ロ
ス
百
一
、ネ
ッ

ト
七
十
七
・
〇
で
し
た
。
ま
た
、
ベ
ス
グ
ロ
は
個
人
三
位
の

向
将
裕
先
生
（
歯
科
）
で
、
グ
ロ
ス
七
十
六
で
し
た
。

医
科
、
歯
科
、
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
で
争
わ
れ
る
団
体
戦
は
、

今
年
も
歯
科
チ
ー
ム
が
平
均
七
十
三
・
八
で
優
勝
で
し
た
。

今
年
は
参
加
賞
と
し
て
、
平
田
米
里
副
会
長
の
ご
好
意
に

よ
り
、
能
登
島
で
と
れ
た
お
米
二
キ
ロ
が
全
員
に
配
ら
れ
、

賞
を
も
ら
え
な
か
っ
た
人
に
は
、
さ
ら
に
お
ま
け
で
お
米
が

も
ら
え
る
と
い
う
大
盤
振
る
舞
い
の
企
画
も
あ
り
、
和
気
あ

い
あ
い
、な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
終
了
し
ま
し
た
。
来
年
も
、

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。



十
月
十
三
日
（
土
）
午
後
七

時
か
ら
九
時
ま
で
、
金
沢
都
ホ

テ
ル
で
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル

ス
ケ
ア
株
式
会
社
の
桜
庭
理
浩

氏
を
招
い
て
、
細
菌
数
測
定
装

置
（
細
菌
カ
ウ
ン
タ
ー
）
の
勉

強
会
を
開
催
し
た
。
会
場
に

は
、
関
心
が
あ
り
熱
意
あ
る
歯

科
医
師
、
会
員
医
療
機
関
の
ス

タ
ッ
フ
二
十
人
ほ
ど
が
参
加
し

て
い
た
。

ま
ず
、装
置
の
原
理（
Ｄ
Ｅ
Ｐ

Ｉ
Ｍ
測
定
法
）が
説
明
さ
れ
た
。

細
菌
が
誘
電
泳
動
で
電
極
に
雪

の
結
晶
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
く

る
様
子
の
映
像
に
感
動
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
電
気
抵
抗
値
の
変

化
を
検
体
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

細
菌
濃
度
に
換
算
し
て
い
た
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
機

関
で
口
腔
内
の
単
独
や
二
種
混

合
の
細
菌
を
用
い
て
実
験
さ

れ
、
培
養
法
と
の
相
関
を
実
証

し
、
こ
の
機
器
の
信
頼
性
を
高

め
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。
カ
ン
ジ
ダ
菌
で
は
サ
イ
ズ

が
大
き
い
た
め
多
少
の
誤
差
が

出
る
こ
と
や
、
多
少
の
血
液
混

入
で
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
受
け

な
い
こ
と
、
口
腔
内
が
乾
燥
し

て
い
る
と
細
菌
数
が
少
な
く
表

示
さ
れ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

臨
床
応
用
で
は
、
一
分
間
で

客
観
的
に
評
価
が
分
か
る
こ

と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ

る
。
歯
科
医
院
内
だ
け
で
は
な

く
、
介
護
施
設
や
病
院
、
地
域

や
学
校
、
企
業
健
診
時
に
お
い

て
も
使
わ
れ
始
め
て
い
る
。
活

用
方
法
や
、
病
態
と
総
菌
数
と

の
関
連
の
検
証
が
、
医
療
現
場

で
今
後
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
く

だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
舌

背
中
央
部
の
一
定
条
件
で
採
取

し
た
検
体
の
総
菌
数
を
実
際
に

測
定
す
る
デ
モ
と
、
水
や
洗
口

液
に
よ
る
う
が
い
後
の
比
較
も

行
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
客
観
的
な

評
価
が
で
き
る
こ
と
へ
の
称
賛

と
採
取
方
法
に
関
し
て
活
発
な

議
論
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
各
種

施
設
と
の
連
携
に
役
立
つ
大
変

有
意
義
な
勉
強
会
と
な
っ
た
。

国
民
皆
保
険
と
そ
れ

に
基
づ
く
保
険
診
療

は
、
医
療
を
支
え
る
大

き
な
基
盤
で
あ
る
。
す

べ
て
の
国
民
の
命
を
い

つ
、
い
か
な
る
場
所
で

あ
っ
て
も
等
し
く
守
る
。
そ
れ
が
原

点
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
そ
の
原
点

が
揺
ら
い
で
い
る
。

平
成
二
十
二
年
度
に
厚
労
省

が
指
導
・
監
査
に
よ
り
医
療
機

関
に
求
め
た
返
還
金
額
は
、
約

四
十
三
億
四
千
万
円
に
上
っ
て
い

る
。
同
年
度
に
実
施
さ
れ
た
個
別
指

導
件
数
は
四
千
六
十
一
件
、
監
査
は

百
五
十
九
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

保
険
医
療
機
関
の
取
り
消
し
二
十
二

件
。
保
険
医
取
り
消
し
が
二
十
件
と

い
う
結
果
で
あ
る
。

取
り
消
し
処
分
を
受
け
た
医
療
機

関
は
、
ほ
と
ん
ど
が
架
空
請
求
、
付

増
請
求
、
振
替
請
求
な
ど
、
診
療
実

態
か
ら
明
ら
か
に
か
け
離
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
作
為
が
明
ら
か
な

以
上
、
弁
解
の
余
地
は
な
い
。
問
題

は
、
こ
の
二
十
二
件
の
処
分
対
象
医

療
機
関
以
外
で
あ
る
。
四
十
三
億
を

超
え
る
返
還
金
の
大
部
分
が
二
十
二

件
以
外
の
医
療
機
関
か
ら
求
め
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
額
よ
り
明

ら
か
で
あ
る
。
指
導
の
場
で
、
診
療

ル
ー
ル
に
違
反
し
て
い
る
と
指
摘

し
、
自
主
返
還
と
い
う
名
目
で
返
還

金
を
求
め
る
、
こ
の
ル
ー
ル
違
反
が

果
た
し
て
不
正
・
不
当
請
求
と
言
え

る
も
の
な
の
か
？　

そ
し
て
、
こ
の

制
度
が
患
者
を
守
る
た
め
に
本
当
に

機
能
し
て
い
る
の
か
？　

素
朴
な
疑

問
が
常
に
頭
を
離
れ
な
い
。

自
主
返
還
で
最
も
大
き
な
金
額

は
、
主
に
指
導
管
理
に
か
か
わ
る
点

数
で
あ
る
。
例
え
ば
、
月
に
二
回
寝

た
き
り
患
者
の
往
診
に
赴
き
、
そ
の

患
者
の
診
療
に
当
た
る
。
主
要
な
在

宅
点
数
は
、
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料

＋
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
で
あ

る
。そ
れ
ぞ
れ
に
算
定
要
件
が
あ
り
、

「
患
者
家
族
へ
の
説
明
」「
訪
問
計
画

の
作
成
」
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
要
件
が
カ
ル
テ
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
と
、
自
主
返
還
が
発

生
す
る
。
た
と
え
、
実
際
に
患
者
家

族
に
説
明
し
て
い
よ
う
が
、
計
画
を

口
頭
で
説
明
し
て
い
よ
う
が
、
カ
ル

テ
に
記
載
が
無
い
と
要
件
を
満
た
さ

な
い
。
そ
う
し
た
不
注
意
を
不
当
請

求
と
糾
弾
し
、
往
診
に
要
し
た
多
く

の
人
的
労
力
や
技
術
料
を
認
め
な

い
。
そ
れ
が
正
義
だ
ろ
う
か
？　

そ

ん
な
こ
と
が
在
宅
医
療
を
よ
り
充
実

し
た
も
の
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
？　

も
っ
と
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
こ

う
し
た
指
導
管
理
料
の
算
定
要
件
に

現
場
の
意
見
が
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。診
療
報
酬
改
定
と
共
に
、

厚
生
官
僚
に
よ
り
毎
回
多
く
の
管
理

料
に
一
方
的
に
算
定
要
件
が
付
加
さ

れ
て
い
く
。
ル
ー
ル
は
、
オ
ー
プ
ン

に
議
論
さ
れ
て
こ
そ
生
き
て
く
る
。

医
療
の
現
実
を
反
映
し
な
い
ル
ー
ル

は
、
一
体
誰
の
た
め
の
も
の
な
の

か
？

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
、
3
が
大
切
な
手
順
。
白
４
に

黒
５
で
ダ
メ
ヅ
マ
リ
に
な
り
、
白
死
で

す
。
黒
１
で
先
に
３
は
白
イ
黒
１
白
ロ

で
白
生
き
。
ま
た
黒
３
で
５
は
白
３
で

殺
せ
ま
せ
ん
。

囲

解
答

碁2

5
1

3
4

イ

ロ

☗
２
一
銀
☖
１
一
玉
☗
１
二
銀

成
☖
同
玉
☗
１
一
金
☖
同
玉
☗

２
一
竜
ま
で
７
手
詰
。

〈
解
説
〉
初
手
☗
２
一
歩
成
は

☖
３
二
角
☗
２
二
金
☖
同
馬
☗

同
と
☖
１
三
玉
で
届
き
ま
せ

ん
。
☗
２
一
銀
か
ら
☗
１
二
銀

成
と
捨
て
て
５
手
目
☗
１
一
金

が
決
め
手
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

９
＋
６
で
、答
え
は「
15
」

（
問
題
8
面
）

理事　小島　登（内灘町・歯科）
１分で分かる口腔内細菌数
サタデイナイトセミナー

細菌数測定装置の勉強会
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事
件
の
概
要

二
〇
一
二
年
五
月
の
日
本
産
業
衛
生
学
会
で
、

産
業
医
科
大
学
の
熊
谷
信
二
准
教
授
が
「
大
阪
市

内
の
印
刷
工
場
に
一
年
以
上
勤
務
し
て
い
た
元

従
業
員
約
三
十
人
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
男
性
五

人
が
胆
管
が
ん
を
発
症
、
う
ち
四
人
が
死
亡
し
て

い
た
」
と
報
告
し
た
こ
と
が
発
端

で
す
。
そ
の
後
の
調
査
で
、
同
社

（SA
N

Y
O

-CY
P

社
）
の
作
業
場

が
換
気
不
十
分
な
地
下
に
移
っ

た
一
九
九
一
年
か
ら
、
発
症
の
原

因
と
疑
わ
れ
る
有
機
溶
剤
１
、２

ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン
と
ジ
ク
ロ
ロ

メ
タ
ン
（
Ｄ
Ｃ
Ｍ
）
を
使
っ
て
い

た
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
、
校
正
印

刷
部
門
で
一
年
以
上
働
い
た
男
性

六
十
二
人
の
う
ち
六
人
が
胆
管
が

ん
で
死
亡
し
て
い
ま
し
た
。
胆
管

が
ん
死
亡
率
は
日
本
人
男
性
平
均

の
約
二
千
九
百
倍
で
、
発
症
年
齢

が
二
十
歳
代
か
ら
四
十
歳
代
と
若

い
点
も
特
殊
で
し
た
。

二
〇
一
二
年
六
月
に
（
独
）
労

働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
が
実
施

し
たSA

N
Y

O
-CY

P

社
校
正
作

業
室
模
擬
実
験
の
結
果
（
図
参

照
）
で
は
、
排
気
口
か
ら
吸
気
口

へ
汚
染
し
た
空
気
が
環
流
（
環
流

率
五
六
％
）
す
る
た
め
、
室
内
全
体
の
濃
度
が
高

く
な
り
（
Ｄ
Ｃ
Ｍ
の
管
理
濃
度
五
十ppm

の
四

－
七
倍
）、
作
業
者
全
員
が
有
害
物
質
に
高
度
曝

露
し
た
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
十
月
十
六
日
現
在
、

有
機
溶
剤
作
業
者
の
胆
管
が
ん
労
災
申
請
数
は

全
国
で
四
十
五
人
（
死
亡
二
十
九
人
）
で
、
四
十

歳
未
満
九
人
、
四
十
～
五
十
九
歳
二
十
人
、
六
十

歳
以
上
十
六
人
で
す
。

一
九
九
七
年
当
時
の
「
１
、２
ジ
ク
ロ
ロ
プ

ロ
パ
ン
」
全
国
出
荷
量
は
約
九
千
ト
ン
で
、

二
〇
〇
一
年
ま
で
は
五
千
ト
ン
を
上
回
っ
て
い

ま
し
た
。SA

N
Y

O
-CY

P

社
の
発
症
率
は
異
常

で
す
が
、
そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
全
国
的
な
問
題
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

有
害
化
学
物
質
管
理
の
問
題
点

１
．
法
令
遵
守
の
不
徹
底

二
〇
一
二
年
六
月
に
労
働
基
準
監
督
署
の
職

員
が
、
洗
浄
作
業
を
行
っ
て
い
る
印
刷
事
業
場

五
百
六
十
一
カ
所
を
点
検
し
た
結
果
、
関
係

法
令
や
指
針
の
対
象
物
質
を
使
用
し
て
い
た

四
百
九
十
四
事
業
場
の
う
ち
、
三
百
八
十
三
事
業

場
（
七
七
・
五
％
）
に
何
ら
か
の
問
題
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

主
な
違
反
状
況
は
、
第
一
種
又
は
第
二
種
有

機
溶
剤
に
つ
い
て
局
所
排
気
装
置
等
が
未
設

置
百
四
十
三
件
、
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
未

選
任
百
二
十
件
、
有
機
溶
剤
等
の
区
分
の
未

表
示
百
八
十
六
件
、
作
業
環
境
測
定
の
未
実

施
百
八
十
一
件
、
呼
吸
用
保
護
具
の
未
使
用 

百
二
十
一
件
で
あ
り
、
作
業
環
境
測
定
を
実
施

し
た
二
百
一
事
業
場
の
五
百
四
十
三
作
業
場
に
つ

い
て
、
第
一
管
理
区
分
（
作
業
環
境
が
良
好
）
は

四
百
二
カ
所
、
第
二
管
理
区
分
（
改
善
に
努
め
る

必
要
）
は
九
十
四
カ
所
、
第
三
管
理
区
分
（
直
ち

に
改
善
を
講
じ
る
義
務
）
は
四
十
七
カ
所
で
し
た
。

SA
N

Y
O

 -CY
P

社
で
も
、
衛
生
管
理
者
や
産

業
医
の
未
選
任
、
環
境
測
定
の
未
実
施
な
ど
が
分

か
り
、
監
督
署
が
是
正
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

２
．
有
害
性
情
報
の
周
知
遅
れ

国
際
が
ん
研
究
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）は
発
が
ん
性

を
、１（
認
め
ら
れ
る
、carcinogenic
）、２
Ａ（
お

そ
ら
く
あ
る
、probably carcinogenic

）、
２

Ｂ
（
疑
わ
れ
る
、possibly carcinogenic
）、
３ 

（
分
類
で
き
な
い
、not classifiable

）、
４
（
お

そ
ら
く
な
い
、probably not carcinogenic
）

に
分
類
し
て
い
ま
す
。

原
因
と
疑
わ
れ
て
い
る
１
、２
ジ
ク
ロ
ロ
プ

ロ
パ
ン
と
Ｄ
Ｃ
Ｍ
は
、
現
時
点
で
は
２
Ｂ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
、２
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン
は
、

一
九
八
六
年
に
米
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
動

物
実
験
を
行
い
、
マ
ウ
ス
で
発
が
ん
性
が
確
認
さ

れ
た
た
め
（U

.S. Environm
ental Protection 

A
gency, A

O
PW

IN
T

M
 v1.91

）、
米
国
で
は

製
造
販
売
が
規
制
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
で
は
、
一
九
九
九
年
に
「
特
定

化
学
物
質
の
環
境
へ
の
排
出
量
の
把
握
等
及
び
管

理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ

法
、
化
管
法
、
化
学
物
質
排
出
把
握
管
理
促
進
法
）

が
制
定
さ
れ
、
指
定
物
質
の
排
出
量
・
移
動
量
の

届
け
出
と
事
業
者
間
で
譲
渡
・
提
供
す
る
と
き
に

Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
（
化
学
物
質
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
）
の

提
供
が
義
務
化
さ
れ
る
ま
で
、
危
険
性
情
報
を
周

知
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
の

Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
は
国
際
調
和
（
Ｇ
Ｈ
Ｓ
、二
〇
〇
三
年
、

国
連
）
に
対
応
し
、
絵
表
示
な
ど
で
わ
か
り
や
す

く
危
険
性
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

は
「
危
険
物
」、

の
マ
ー
ク
は
「
引
火

性
」、

は
「
健
康
に
有
害
」
を
示
し
て
い
ま
す

（
表
参
照
）。

日
本
で
１
、２
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ン
の
動
物
実

験
が
実
施
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
で
、
ラ
ッ
ト

と
マ
ウ
ス
双
方
で
発
が
ん
性
が
確
認
さ
れ
、
周
知

さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
で
し
た
。
発
が
ん

性
の
周
知
が
遅
れ
た
理
由
と
し
て
、
化
学
物
質
を

管
理
す
る
法
律
の
遅
れ
に
加
え
て
、
実
験
施
設

が
一
カ
所
（
日
本
バ
イ
オ
ア
ッ
セ
イ
研
究
セ
ン

タ
ー
）
し
か
な
く
、
人
員
や
予
算
も
少
な
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

生
か
さ
れ
な
か
っ
た
「
２-

ブ
ロ
モ
プ
ロ
パ
ン

（
２-

Ｂ
Ｐ
）」
の
教
訓

一
九
九
五
年
、
韓
国
の
Ｌ
Ｇ
電
子
部
品
㈱
ヤ

ン
サ
ン
工
場
（
従
業
員
千
三
百
八
十
六
人
）
の

タ
ク
ト
ス
イ
ッ
チ
部
品
製
造
チ
ー
ム
（
男
子
八

人
、女
子
二
十
五
人
）で
、女
子
十
七
人（
六
八
％
）

が
卵
巣
機
能
低
下
症
、
男
子
六
人
（
七
五
％
）

が
精
子
形
成
機
能
低
下
症
、
七
人
（
男
子
一
人
、

女
子
六
人
）
が
骨
髄
機
能
低
下
症
を
発
症
し
ま

し
た
。

の服部真理事
（金沢市・産業医療科）

大
阪
の
印
刷
工
場
で
胆
管
が
ん
の
集
団
発
症
事
件
が
発
生
し
、「
化
学
物
質
の
慢
性
曝
露
に

よ
る
業
務
上
死
亡
多
発
事
件
は
日
本
で
は
過
去
の
こ
と
で
、
現
在
は
ア
ジ
ア
諸
国
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
」
と
認
識
し
て
い
た
厚
生
労
働
省
や
労
働
安
全
衛
生
の
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。

第25回

化
学
物
質
に
よ
る

　
　
　
　

 

業
務
上
疾
病

図　�（独）労働安全衛生研究所が実施した�
SANYO－ CYP社校正作業室模擬実験の結果

１，２－ジクロロプロパン

作成日　2002年３月12日
改訂日　2009年３月30日

絵表示又はシンボル

注意喚起語 危険

危険有害性情報 引火性の高い液体及び蒸気
  飲み込むと有害
  皮膚刺激、強い眼刺激
  アレルギー性皮膚反応を引き起こすおそれ
  発がんのおそれの疑い
  生殖能又は胎児への悪影響のおそれの疑い
  肝臓、血液、腎臓の障害
  眠気及びめまいのおそれ
  呼吸器への刺激のおそれ
  長期又は反復ばく露による肝臓、血液系、腎臓の障害
  長期又は反復ばく露による呼吸器の障害のおそれ

表　厚生労働省「職場のあんぜんサイト」製品安全データシートの抜粋
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（
五
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に
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）
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こ
の
工
程
（
洗
浄
→
加
工
→
組
立
）
で
は
以

前
は
洗
浄
剤
と
し
て
フ
ロ
ン
１
１
３
を
使
用

し
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
九
四
年
二
月
か
ら
は

２ -
Ｂ
Ｐ
を
主
成
分
と
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｇ-

６
Ａ
Ｒ

とSolvent 5200

と
の
混
合
液
（
日
本
か
ら

輸
入
）
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
局
所
排

気
装
置
が
一
九
九
四
年
十
一
月
二
十
八
日
に

設
置
さ
れ
る
ま
で
の
約
八
カ
月
間
、
高
濃
度
の

２-

Ｂ
Ｐ
が
製
造
室
全
体
に
循
環
し
、
保
護
具

（
防
毒
マ
ス
ク
、
送
気
マ
ス
ク
等
）
も
使
用
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
室
内
作
業
者
全
員
が
曝
露

し
ま
し
た
。

化
学
染
料
に
よ
る
職
業
性
膀
胱
が
ん
多
発

一
九
三
八
年
に
米
国
のH

ueper

ら
が
２-

ナ

フ
チ
ル
ア
ミ
ン
を
投
与
し
た
犬
で
膀
胱
が
ん
発

生
を
確
認
し
、
一
九
五
四
年
に
英
国
のCase

ら

が
更
に
詳
細
な
疫
学
研
究
の
結
果
、
２-

ナ
フ
チ

ル
ア
ミ
ン
（
発
症
率
六
十
一
倍
）
に
加
え
、
ベ

ン
ジ
ジ
ン
（
十
九
倍
）
や
１-

ナ
フ
チ
ル
ア
ミ
ン

（
十
六
倍
）
の
発
が
ん
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
受
け
て
、
製
造
販
売
を
規
制
す
る
国
が

増
え
ま
し
た
が
、
日
本
で
の
規
制
は
一
九
七
一
年

ま
で
遅
れ
ま
し
た
。

一
九
七
一
年
ま
で
の
日
本
の
膀
胱
が
ん
発
症

率
は
製
造
九
社
二
千
九
百
七
十
二
人
中
、
百
十
九

人
（
四
％
）、
ベ
ン
ジ
ジ
ン
と
１-

ナ
フ
チ
ル
ア

ミ
ン
製
造
作
業
で
は
一
三
％
で
し
た
（
石
津
澄

子
、http://ir.tw

m
u.ac.jp/dspace/bitstre

am
/10470/2095/1/4305000001.pdf

）。
膀
胱

が
ん
は
発
症
ま
で
の
潜
伏
期
間
が
長
い
た
め
使

用
中
止
後
も
発
症
は
続
き
、
一
九
九
七
年
の
近

藤
健
文
ら
の
研
究
（http://kaken.nii.ac.jp/d/

p/09670364

）
で
は
、
曝
露
労
働
者
の
発
症
率

は
八
・
一
％
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

ヘ
ッ
プ
サ
ン
ダ
ル
接
着
剤
慢
性
中
毒
事
件

日
本
で
一
九
五
八
年
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ

バ
ー
ン
主
演
の
映
画
が
き
っ
か
け
と
な
り
流
行

し
た
ヘ
ッ
プ
サ
ン
ダ
ル
を
製
造
し
て
い
た
内
職

者
た
ち
に
ベ
ン
ゼ
ン
中
毒
が
多
発
し
、
再
生
不
良

性
貧
血
で
死
亡
者
も
出
ま
し
た
。
サ
ン
ダ
ル
の
裏

底
を
接
着
す
る
ゴ
ム
の
り
に
ベ
ン
ゼ
ン
（
ベ
ン

ゾ
ー
ル
）
が
含
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ

ず
、
排
気
設
備
も
防
毒
マ
ス
ク
も
な
く
、
蒸
気
を

毎
日
吸
い
続
け
発
症
し
ま
し
た
。
内
職
者
に
は
労

働
基
準
法
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
治
療
費

が
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
省
は
翌
年
ベ
ン
ゼ
ン
を
含
有
す
る
ゴ
ム

の
り
の
製
造
、販
売
、輸
入
、使
用
を
禁
止
し
、「
家

内
労
働
に
関
す
る
行
政
措
置
（
一
九
六
一
年
）」、

「
家
内
労
働
法
（
一
九
七
〇
年
）」
の
制
定
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
問
題
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
九
六
三
年
に
、「
ベ
ン
ゼ
ン
を
含
ま
な
い

安
全
な
接
着
剤
」
と
し
て
販
売
さ
れ
た
ゴ
ム
糊
を

使
用
し
、
換
気
不
良
の
部
屋
で
作
業
を
し
て
い
た

十
七
歳
の
女
性
が
重
症
の
多
発
神
経
炎
を
発
症

し
、
名
古
屋
大
学
が
調
査
し
た
結
果
、
同
様
の
作

業
者
九
十
三
人
に
末
梢
神
経
炎
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
原
因
は
有
機
溶
剤
の
ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン

で
し
た
。

日
本
の
有
機
溶
剤
中
毒
事
件
の
現
状

牧
祥
ら
（http://joh.sanei.or.jp/pdf/J53/

J53_3_03.pdf
）
に
よ
れ
ば
、
平
成
七
年
か
ら

十
八
年
ま
で
の
有
機
溶
剤
中
毒
事
例
は
件
数
で

は
年
平
均
二
十
三
・
五
件
、
被
災
者
数
で
は
年
平

均
四
十
・
一
人
、
死
亡
事
例
は
年
平
均
三
・
一
件

三
・
四
人
で
あ
り
、
対
象
労
働
者
数
十
万
人
当
た

り
の
年
間
発
生
率
は
三
・
三
～
五
・
四
、
年
間
死
亡

率
は
〇
・
〇
～
〇
・
八
三
で
し
た
。
原
因
物
質
は
ト

ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
、
ト
リ

ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
の
順
で
、
こ
れ
ら
四
溶
剤
で
全

体
の
七
六
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

基
本
的
管
理
と
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で 

防
げ
た

こ
れ
ら
の
事
件
の
背
景
を
見
る
と
、
本
紙
十
月

号
で
指
摘
し
た
問
題
点
「
⑴
法
律
や
規
則
が
多
す

ぎ
る
た
め
守
ら
れ
て
い
な
い
、
⑵
法
律
の
多
く
は

本
質
的
に
不
備
で
あ
り
新
た
な
危
険
源
や
有
害

要
因
に
対
応
で
き
な
い
」
が
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
発
が
ん
性
や
有
害
性
の
詳
細
が

分
か
ら
な
く
て
も
、
基
本
的
な
有
害
物
質
の
管
理

（
密
封
す
る
、
排
気
す
る
、
保
護
具
を
使
う
）
で

予
防
が
可
能
で
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
件
を
防
ぐ
た
め
に
、
新

規
化
学
物
質
検
査
体
制
の
充
実
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
に
よ

る
国
外
の
知
見
を
含
む
有
害
性
情
報
周
知
と
基

本
的
環
境
・
作
業
管
理
を
進
め
る
た
め
の
「
従
業

員
参
加
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
の
徹
底
（
英

国
の
よ
う
な
義
務
化
）
が
必
要
で
す
。

四
十
七
歳
で
の
介
護
支
援
専

門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の

資
格
取
得
。
そ
れ
は
、
必
要
に

迫
ら
れ
た
私
が
出
し
た
結
果
で

あ
り
、
始
ま
り
だ
っ
た
。

平
成
十
二
年
の
介
護
保
険
事

業
開
始
に
合
わ
せ
、
介
護
事
業

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
町
野
福

祉
会
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
確
保
が
急
務
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
受
験
資
格
が
あ
っ
た
の

は
、
当
時
、
私
一
人
。
絶
対
合

格
が
課
せ
ら
れ
た
。
頑
張
り
の

甲
斐
あ
っ
て
、
平
成
十
一
年

十
二
月
に
免
許
証
が
交
付
さ

れ
、
介
護
に
携
わ
る
第
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
十
二
年
四
月
一
日
に
、

介
護
保
険
事
業
開
始
。
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
立
て
る
た
め
居
宅
訪
問

を
開
始
し
た
私
は
、
寝
た
き
り

の
人
た
ち
の
口
腔
内
を
見
て
愕

然
と
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
劣
悪

な
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
食

べ
ら
れ
る
口
、
そ
れ
を
作
る
た

め
の
歯
科
医
。
そ
う
自
負
し
て

き
た
は
ず
な
の
に
、
こ
こ
に
来

て
初
め
て
、
私
は
口
腔
ケ
ア
を

必
要
と
し
て
い
る
潜
在
的
な
患

者
さ
ん
の
存
在
を
知
る
こ
と
と

な
っ
た
。
医
院
を
訪
れ
る
人
た

ち
だ
け
が
患
者
さ
ん
だ
と
思
っ

て
い
た
私
は
、
彼
ら
の
治
療
だ

け
に
専
念
し
て
し
ま
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

食
べ
ら
れ
る
口
を
作
る
た
め

に
は
、
食
形
態
、
食
事
姿
勢
、

嚥
下
な
ど
食
事
に
関
す
る
こ
と

す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
私
は
、
さ
っ
そ

く
口
腔
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
立
て
た
。し
か
し
、

研
修
会
に
出
席
し
て
も
、
口
腔

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
た
の
は
私

だ
け
。
し
か
も
「
歯
科
医
だ
か

ら
」と
笑
わ
れ
る
始
末
だ
っ
た
。

今
で
こ
そ
口
腔
ケ
ア
は
常
識
だ

が
、
当
時
は
身
体
清
拭
が
す
べ

て
。
誰
も
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性

に
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て
最

初
の
二
年
は
、
本
業
と
の
両
立

に
忙
殺
さ
れ
、
時
間
だ
け
が
過

ぎ
て
い
っ
た
。
私
は
た
だ
、
口

腔
の
清
掃
を
提
案
す
る
こ
と
し

か
で
き
ず
に
い
た
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は
平
成

十
五
年
。
市
立
輪
島
病
院
看
護

師
、
介
護
職
員
、
市
職
員
総
勢

十
人
ほ
ど
で
長
野
県
に
あ
る
特

養
へ
先
進
地
視
察
に
向
か
っ
た

時
の
こ
と
で
あ
る
。
懇
親
会
の

席
で
、｢

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ

た
ら
終
わ
り
だ｣

と
い
う
私
の

思
い
と
、入
院
患
者
さ
ん
に「
口

か
ら
食
べ
さ
せ
た
い
」
看
護
師

の
思
い
が
一
致
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
輪
島
病
院
か
ら
の

依
頼
を
受
け
た
私
は
、
衛
生
士

で
あ
る
妻
と
二
人
三
脚
で
、
輪

島
病
院
で
の
歯
科
回
診
を
始
め

た
。
平
成
十
五
年
七
月
二
十
四

日
、
初
め
て
の
歯
科
回
診
。
病

棟
に
入
る
と
、
老
人
病
棟
独
特

の
臭
い
と
、｢

歯
医
者
が
何
し

に
来
た｣

と
の
看
護
師
の
冷
た

い
視
線
が
待
っ
て
い
た
。
協
力

的
な
看
護
師
も
い
れ
ば
、｢

仕

事
を
増
や
し
て
く
れ
る
な｣

と
、

あ
か
ら
さ
ま
に
嫌
な
顔
を
す
る

看
護
師
も
お
り
、
反
応
は
さ
ま

ざ
ま
。
理
解
や
歓
迎
を
受
け
て

い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で

あ
っ
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
能
登
Ｎ
Ｓ

Ｔ
研
究
会
に
参
加
し
た
私
は
、

他
職
種
と
の
交
流
を
持
ち
、

色
々
な
講
習
会
に
出
席
し
て
知

識
を
高
め
た
。
さ
ら
に
、
病
院

や
介
護
施
設
で
年
二
～
三
回
の

講
演
を
行
い
、
口
腔
ケ
ア
の
重

要
性
を
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め

の
努
力
を
続
け
た
。
時
に
は
、

介
護
施
設
へ
の
押
し
か
け
講
演

を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

輪
島
病
院
で
の
回
診
を
始
め

て
、今
年
で
九
年
目
に
な
る
。回

診
に
加
え
て
、
昨
年
か
ら
常
勤

衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
お
よ

び
週
一
回
の
能
登
総
合
病
院
の

長
谷
剛
志
先
生
に
よ
る
Ｖ
Ｅ（
嚥

下
内
視
鏡
）が
行
わ
れ
、あ
の
独

特
の
病
棟
の
臭
い
も
少
な
く

な
っ
て
き
た
。現
在
、輪
島
病
院

で
は
、
入
院
時
に
患
者
に
対
し

て
衛
生
士
・
看
護
師
に
よ
る
ア

セ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
り
、
歯

科
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
を

抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
受

け
た
主
治
医
は
、
診
療
情
報
提

供
書
を
歯
科
医
に
送
付
し
、
歯

科
医
は
診
察
結
果
と
今
後
の
方

針
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と

い
う
流
れ
が
確
立
。
口
腔
ケ
ア

を
中
心
と
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、

よ
う
や
く
動
き
始
め
た
。

食
べ
ら
れ
る
口
を
作
る
こ

と
、
そ
れ
が
歯
科
医
で
あ
る
私

の
使
命
だ
。
こ
れ
か
ら
も
口
か

ら
食
べ
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
お
手
伝
い
し
て
い
く
地

域
の
歯
科
医
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
衛
生
士
で
あ
る
妻

の
理
解
と
協
力
な
く
し
て
は
、

今
の
口
腔
ケ
ア
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。
日
曜
、
祭
日
に
か
か
わ

ら
ず
、
い
つ
も
同
行
し
て
く
れ

る
妻
へ
の
感
謝
を
述
べ
て
結
び

と
し
た
い
。

診
療
室
か
ら
飛
び
出
す
歯
科
医
／
シ
リ
ー
ズ・そ
の
❶

　
　輪
島
歯
科
医
師
会
会
長

町 

野 

福 

祉 

会 

理 

事

　廣
江

　雄
幸
（
輪
島
市
・
歯
科
）

在宅
医療
在宅
医療

83

リレー・エッセーリレー・エッセー

地
域
の

　歯
医
者
に
な
り
た
い

第7回石川県社会保障学校

憲法が輝く
社会をめざして
～新たな福祉国家を展望する～

※詳しくは保険医協会までお問い合わせ
　ください。（TEL 076-222-5373）

●と  き●

11月25日（日）10：00～16：00
●ところ●

石川県労済会館
●プログラム●

★分科会 10：00～12：00
★全体会 13：00～16：00

（
四
面
の
続
き
）

ただ今、2013年新年号・原稿募集中!
詳しくは、同封の案内チラシまたはホームページをご覧ください。

石 川 保 険 医 新 聞（5）2012年11月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第487号



社会保障・税一体改革これで
いいのか！？

デフレを招いた1997年の消費税増税
理事　斉藤　典才（金沢市・外科）

第 7 回

８月10日の参議院本会議で、民主、自民、公明３党などの賛成多数で、「社
会保障と税の一体改革関連法案」が可決されました。今、日本の経済成長
がそれほど望めない中で、本当に消費税率を上げるべきなのでしょうか ?　
国は消費税の特徴を「景気に左右されにくい」税であるとしていますが、
本当でしょうか ?

これは戦後日本の経済成長率の推移を示すグラフ１）で、ここでいう経
済成長率とは実質 GDP の増減を指します。この図１からは日本の経済
が、高度成長期 =「56〜73年度、経済成長率は平均9.1%」、安定成長期
=「74〜90年、経済成長率の平均は3.8%」、低成長期 =「91年〜2010年、
経済成長率の平均は0.9%」の３つの時期を経て、順次経済が悪化してき
たことが分かります。

今度は、日本の税収の変化について見てみます。1980年代までの経済成
長期には日本の国税は順調に増えたのですが、バブル崩壊後は、平成２年

（1990年）の60.1兆円をピークに徐々に下がり始め、平成14年（2002年）
は43.3兆円まで減少、小泉政権時代に少し持ち直しますが、リーマンショッ
ク後の平成21年（2009年）には38.7兆円にまで低下しました。

図２ ２）は、基幹税である所得税、法人税、消費税の推移を別々に示し
たものです。

所得税は経済成長とともに順調に増え続け、平成３年（1991年）に26.7
兆円とピークを迎えますが、1990年以降経済の悪化とともに大幅に減少し、
平成23年（2011年）は13.5兆円と約半分まで減少しました。しかし、減収
の原因は景気の悪化だけではなく、税率も大幅に下げてきたことによるの
です。ちなみに最高税率については、70%（1986年）→　60%（1987年）
→　50%（1989年）→　37%（1999年）→　40%（2007年）となっています。

一方、法人税ですが、昭和54年（1979年）の第２次オイルショック後一
時的に減収となっていますが、それ以降は経済成長とともに平成元年（1889
年）に19兆円とピークを迎えます。法人税も景気の悪化とともに減収とな
り、平成21年（2009年）には6.4兆円にまで落ち込みました。しかしこれは、
税率を引き下げてきたことも要因として挙げられます。最高税率の変化で
すが、43.3%（1984年）→　42%（1988年）→　40%（1989年）　→　37.5%

（1990年）→　34.5%（1998年）→　30%（1999年）という具合です。
さて、消費税が導入されたのは1989年竹下内閣の時でしたが、実は1970

年代に大蔵省では、石油危機後の赤字国債発行を経験し、欧米の付加価値
税の研究を進めていました。その結果、「景気変動に左右されない安定財源」
として消費税に期待を寄せるようになったのです。オイルショックにより、
日本では法人税や所得税が不況期に極端に落ち込むことを経験しました
が、諸外国では消費税が比較的安定していたというのが理由でした。そし
て消費税導入に際し、サラリーマンの賛同が得られやすいように、国は所
得税などの減税額が消費税増税額を上回る「減税超過」型とし、実際に減
税額は消費税による増税額を約２兆円も上回っていました。しかし、バブ
ルの時代であったことが追い風となり、不況に至ることはなく「アメとム
チ」式に念願の消費税導入に成功したのでした。

その後、平成９年（1997年）橋本内閣の時に５% に引き上げられ、消
費税収は安定して10兆円前後で推移しているように見えます。しかし、経
済成長率の推移のグラフを見ると、1998年に−1.5% と大きく落ち込んでお
り日本経済が悪化してしまったのですが、税収の面から見ても、97年から
98年にかけて消費税収は伸びているものの、所得税と法人税が大きく減収
となり、税収全体としては落ち込んでしまったのです。実は、橋本政権は
プライマリーバランスをゼロにしようと財政再建を目標としていました。
97年度当初予算では、基礎的財政収支を黒字化する予定で、消費税２%
増の５兆円と、特別減税廃止による税収増２兆円を併せて、合計７兆円の
税収増を見込んでいました。しかし国民は、医療費の本人負担増（２兆円）
分と合わせて「９兆円の負担増」に見舞われ、当時の大蔵省幹部は「７兆
円の負担増は覚悟していたが、９兆円と聞いて驚いた」と振り返り、国は
負担増の影響を読み誤っていたようです３）。また、98年７月の「経済白書」
では、「（租税負担の）影響は予想した以上に大きく現れた」とまとめてい
ます。2001年春の自民党総裁選の候補者討論会で、橋本氏は「財政再建を
急いだことが、結果として今の不況の一因となっている。誠に申し訳ない」
と発言しました４）。また、吉川洋東京大学教授も、「97年の景気失速は、
財政政策の逆噴射など、政策上の失敗という人災が招いた」と分析してい
ます５）。

近年に目を移すと、平成20年〜平成21年の法人税と所得税の急激な落ち
込みは、リーマンショックをはじめとする世界経済の不況に起因していま
すが、消費税は若干の落ち込みに留まっています。その意味から、財界や
官僚は「消費税は景気に左右されにくい」と言いますが、実際は、所得税
と法人税が大幅に落ち込んでいることから税収全体が減っており、日本経

済は悪化の一途をたどるのです。以前のような経済成
長率が見込めないわが国の現状で、消費税を10% に上
げるとどうなるでしょうか。橋本首相の秘書を務めて
いた江田憲司氏は、以下のように述べています６）。「ノー
ベル経済学賞受賞者のポール・クルーグマン教授は、『デ
フレ下で景気の回復よりも財政赤字の解消を優先すれ
ば、デフレを加速するだけ』と説明しており、景気の
悪い時に増税すれば景気は更に悪化し税収は落ちる、
これが歴史の真実であり、学ぶべき教訓である。」

参考資料
１）内閣府 SNA サイト :http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/4400.html
２）財務省ホームページ : 主要税目（一般会計分）の推移
　　http://www.mof.go.jp/tax_policy/summary/condition/011.htm 
３）小此木潔 : 消費税をどうするか　P75　岩波新書　2009年
４）同上　P76
５）吉川洋 : 転換期の日本経済　岩波新書　1999年
６）江田憲司 : 財務省のマインドコントロール P47-48 幻冬舎 2012年
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十
月
十
八
日
、
金
沢
大
学
附

属
病
院
（
以
下
金
大
病
院
）
の

地
域
医
療
連
携
室
を
訪
問
し
ま

し
た
。
藤
村
隆
地
域
医
療
連
携

室
長
（
が
ん
局
所
制
御
学
准
教

授
）を
は
じ
め
、六
人
の
ス
タ
ッ

フ
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

特
長
を
一
言
で
言
え
ば
、
医

師
が
基
本
、
入
退
院
の
決
定
を

す
る
中
で
、
入
退
院
セ
ン
タ
ー

が
入
院
に
対
す
る
事
務
的
な
対

応
を
行
い
、
連
携
室
の
看
護
師

長
と
Ｍ
Ｓ
Ｗ
が
退
院
調
整
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
特
定
機
能
病
院
と

し
て
、
高
度
先
進
医
療
を
提
供

す
る
と
い
う
使
命
を
も
っ
て
い

る
中
で
、
か
か
り
つ
け
医
と
の

よ
り
実
効
的
な
連
携
を
構
築
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

金
大
病
院
は
八
百
三
十
八
床

で
、
三
十
一
の
診
療
科
（
消
化

器
内
科
・
胃
腸
外
科
な
ど
）
と

三
十
三
の
部
と
セ
ン
タ
ー
（
検

査
部
・
地
域
医
療
連
携
室
・
救

命
セ
ン
タ
ー
・
が
ん
高
度
先
進

治
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
か
ら
な

り
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
度
の

平
均
在
院
日
数
は
十
七
・
五
日
、

紹
介
率
六
八
・
七
％
、
逆
紹
介

率
四
一
・
二
％
で
す
。

地
域
医
療
連
携
室
の
ス
タ
ッ

フ
は
、
室
長
以
下
九
人
で
す
。

実
務
は
、
看
護
師
長
（
兼
任
）

と
Ｍ
Ｓ
Ｗ
四
人
、
事
務
二
人
が

行
っ
て
い
ま
す
。

「
た
ま
ひ
め
ネ
ッ
ト
」
と
い

う
、
継
続
診
療
シ
ス
テ
ム
を

十
一
月
に
稼
働
さ
せ
ま
す
。
処

方
内
容
、
検
体
検
査
結
果
、
注

射
、
画
像
及
び
バ
イ
タ
ル

チ
ャ
ー
ト
の
各
デ
ー
タ
を
連
携

す
る
医
療
機
関
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
共
有
す
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
で
す
。
電
子
カ
ル
テ

そ
の
も
の
の
共
有
で
は
な
く
、

デ
ー
タ
が
参
照
で
き
る
仕
組
み

で
す
。
実
際
に
稼
働
し
て
、
有

用
性
の
検
証
が
進
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

緊
急
入
院
は
、
基
本
的
に
は

依
頼
先
の
診
療
科
の
医
師
と
連

絡
し
て
、
ベ
ッ
ド
と
の
関
係
な

ど
も
踏
ま
え
、
そ
の
医
師
が
決

定
す
る
仕
組
み
で
す
。
空
床
が

あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
月
平
均
一
千
人

の
入
院
が
あ
り
、
入
退
院
セ
ン

タ
ー
で
事
務
手
続
き
、
名
札
や

リ
ス
ト
バ
ン
ド
の
作
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
入
院
で

も
時
間
内
で
あ
れ
ば
家
族
が
入

退
院
セ
ン
タ
ー
を
通
っ
て
く
れ

る
と
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
と
の
こ

と
で
し
た
。

金
大
病
院
は
、
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
に
な
っ
て
お
り
、

五
大
が
ん
（
肺
・
乳
腺
・
大
腸
・

胃
・
肝
）
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

カ
ル
テ
を
作
成
し
、
か
か
り
つ

け
医
と
役
割
分
担
が
ス
ム
ー
ズ

に
運
ぶ
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ

て
い
ま
す
。
が
、
退
院
支
援
を

行
う
中
、
腎
瘻
・
気
管
切
開
・

胃
瘻
な
ど
管
理
に
一
定
の
医
療

技
術
が
必
要
な
患
者
さ
ん
を
紹

介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
紹
介
先

の
具
体
的
な
情
報
に
乏
し
い
こ

と
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
強
化

の
た
め
に
は
顔
や
専
門
性
が
分

か
る
関
係
づ
く
り
が
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
耳
鼻
咽

喉
科
や
婦
人
科
の
悪
性
腫
瘍
患

者
の
か
か
り
つ
け
医
へ
の
紹
介

は
受
け
皿
が
き
わ
め
て
少
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

入
院
後
、
退
院
困
難
事
例
を

早
期
に
把
握
す
る
た
め
に
、
病

棟
看
護
師
が
年
齢
・
Ａ
Ｄ
Ｌ
・

認
知
レ
ベ
ル
な
ど
九
項
目
か
ら

な
る｢

退
院
支
援
ス
コ
ア
」
用

紙
を
も
と
に
評
価
し
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
介
入
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
回
復
期
リ
ハ
病
棟
・

療
養
病
棟
・
福
祉
施
設
な
ど
へ

の
連
絡
相
談
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
な
ど
で
退

院
時
の
不
安
の
軽
減
を
図
っ
て

い
ま
す
。

院
内
勉
強
会
と
し
て
、
病
棟

看
護
師
を
対
象
に
、
患
者
支
援

の
概
要
の
学
習
会
を
開
い
て
い

ま
す
。

金
大
病
院
は
、
超
専
門
的
な

高
度
先
進
医
療
を
提
供
す
る
と

い
う
使
命
を
果
た
す
医
療
機
関

で
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
高
度

に
機
能
分
化
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
人
間
は
単
一
疾
患
と
い

う
こ
と
は
む
し
ろ
ま
れ
で
（
特

に
高
齢
者
で
は
）
高
度
の
機
能

分
化
を
補
完
す
る
た
め
に
は
、

か
か
り
つ
け
医
の

全
人
的
医
療
が
よ

り
必
要
に
な
っ
て

く
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。
二

人
主
治
医
制
度
と

い
う
言
葉
も
出
ま

し
た
が
、
今
後
、

金
大
病
院
の
機
能

を
よ
り
効
率
的
に

運
用
す
る
た
め
に

も
、
か
か
り
つ
け

医
と
の
連
携
の
質

を
高
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま

し
た
。

地域医療連携室長の藤村隆がん局所制御学准教授（写真右から4番目）をはじめ
６人のスタッフに応対いただいた

地域医療連携室の方々に病院内を案内いただいた

エントランス奥にはカフェもあり、ゆったりとくつろげる

地域医療連携パス

エントランス右側にある受付 予約専用の受付

広く街のような雰囲気のエントランスホール

地域医療連携室

旧建物を解体し、駐車場の整備など、現在も工事が続く

県内病院の
地域医療連携室を訪ねて

県内病院の
地域医療連携室を訪ねて

（金沢市宝町13-1　TEL:076-265-2000（代表））
http://web.hosp.kanazawa-u.ac.jp/

金沢大学附属病院第9回

　医
療
福
祉
部
取
材
班

高
度
先
進
医
療
の
提
供
の
た
め
に

か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
充
実
を

取
材・記
事
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井沢　宏夫（金沢市・内科）

近江町市場・今昔
その7

江戸時代からのお店

原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

会員リレーエッセー　◆◆158◆◆

十
月
二
十
二
日
、今
日
は
秋
晴
れ
で
す
。
空
気
は
澄
ん
で
、

白
山
、
大
日
山
、
鞍
掛
山
、
富
士
写
ヶ
岳
が
眺
め
ら
れ
ま
す
。

暖
か
い
日
で
、
白
山
山
頂
に
も
雪
は
あ
り
ま
せ
ん
。
白
山
の

女
神
、
く
く
り
姫
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
夜
は
、
白
山
診
療
班
の
夏
山
診
療
慰
労
会
が
あ
り
参
加

し
ま
し
た
。
医
師
、
医
学
生
、
白
山
観
光
協
会
の
方
、
約

四
十
人
の
参
加
で
楽
し
く
夏
山
診
療
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
医
師
、
医
学
生
、
関
係
者
、
皆

無
事
に
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
昨

年
よ
り
も
多
く
の
医
学
生
が
白
山
に
登
っ
て
く
れ
て
、
室
堂

の
診
療
所
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
医
学
生
た
ち
は
、
先
輩
医

師
の
診
療
活
動
を
見
て
勉
学
意
欲
が
増
し
た
、
白
山
の
大
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
、
な
ど
良
い
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

大
先
輩
の
山
口
先
生
は
、「
私
で
も
登
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
若
い
医
師
は
も
っ
と
登
っ
て
欲
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
通
り
で
す
。
僕
も
来
年
は
一
泊
二
日
で
な
く
、
二

泊
三
日
で
登
り
た
い
と
発
言
し
ま
し
た
。
来
年
度
も
、
関
係

者
の
団
結
と
協
力
で
、
白
山
登
山
者
の
命
、
健
康
を
守
り
た

い
も
の
で
す
。

改
善
す
る
べ
き
点
と

し
て
は
、
登
山
す
る
医

師
数
が
少
な
く
、
医
師

不
在
の
日
が
あ
る
こ
と

で
す
。
学
生
だ
け
で
は

診
療
で
き
ず
、
患
者
さ

ん
を
前
に
し
て
戸
惑
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
文
を
読
ん
で
お

ら
れ
る
先
生
方
に
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。
室
堂

に
来
ら
れ
ま
し
た
ら
ぜ

ひ
、
診
療
所
に
顔
を
出

し
て
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
学
生
の
相

談
相
手
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

白
山
診
療
班

帯
刀
　
裕
之
（
小
松
市
・
内
科
）

「
近
江
町
市
場
」
に
新
し
く

で
き
た
「
近
江
町
い
ち
ば
館
広

場
」
に
、〝
無
添
加
〟
を
旗
印

に
し
た
「
ま
つ
や
」
と
言
う
パ

ン
屋
が
あ
る
。
開
業
四
年
目
と

ま
だ
間
が
な
い
が
、
そ
の
ル
ー

ツ
を
辿
る
と
「
近
江
町
市
場
」

の
誕
生
に
尽
く
し
た
加
賀
藩
の

御
用
商
人
・
越
前
屋
孫
兵
衛
一

族
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

十
六
世
紀
の
昔
、
前
田
利
家

は
信
長
の
武
将
の
一
人
で
、
各

地
を
転
戦
し
府
中
（
越
前
・
武

生
）
→
七
尾
→
金
沢
と
居
城
を

変
え
た
が
、
府
中
で
初
め
て

三
万
石
の
小
大
名
と
な
っ
た
。

尾
張
か
ら
の
家
来
は
少
な
く
、

新
た
に
家
来
を
募
っ
た
。
以
前

は
武
士
で
あ
っ
た
が
「
下
剋
上

の
無
常
を
感
じ
て
」
武
士
を
や

め
、
商
人
と
な
っ
て
府
中
に
在

住
し
て
い
た
片
岡
一
族
の
兄
弟

（
兄
・
休
応
、
弟
・
空
遍
）
が

利
家
の
家
来
と
な
り
、
特
に
戦

い
く
さ

に
際
し
て
は
兵
站
、
兵
糧
を
調

達
し
御
用
商
人
と
し
て
手
腕
を

発
揮
し
、
利
家
の
寵
愛
を
受

け
た
。

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）、

利
家
は
金
沢
へ
入
城
し
た
が
、

二
人
の
兄
弟
は
出
身
地
に
ち
な

み
「
越
前
屋
」
を
名
乗
っ
た
。

越
前
屋
は
前
田
家
の
家
紋
入
り

の
鑑
札
を
も
ら
い
、
城
へ
の
自

由
な
出
入
り
を
認
め
ら
れ
、
城

周
辺
に
邸
宅
を
与
え
ら
れ
、
藩

の
「
よ
ろ
ず
御
用
商
人
」
と
し

て
、
鎧
兜
や
刀
な
ど
も
納
め
て

い
た
。

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
秀

吉
が
死
去
し
、
戦い

く
さの

危
機
が
訪

れ
る
と
利
家
は
い
ち
早
く
金
沢

城
の
強
化
を
指
示
し
、
城
の
周

囲
に
二
本
の
外
濠
を
計
画
。
東

西
二
本
の
堀
は
数
キ
ロ
に
及
ぶ

大
土
木
工
事
だ
っ
た
が
、
越
前

屋
孫
兵
衛
ら
が
先
頭
に
立
っ
て

総
動
員
で
資
材
を
調
達
。
わ
ず

か
二
十
七
日
間
で
完
成
さ
せ

た
。
当
時
加
賀
藩
に
身
を
寄
せ

て
い
た
築
城
の
名
人
・
高
山
右

近
も
尽
力
し
た
。

越
前
屋
は
自
宅
近
く
に
食
料

貯
蔵
用
の
氷
室
を
作
り
、
藩
に

新
鮮
な
食
料
品
を
納
め
た
。
ま

た
、
越
前
屋
は
代
々
、
城
下

の
人
々
に
食
料
品
を
提
供
す

る
「
市
場
」
の
必
要
性
を
藩
に

要
望
し
続
け
、
数
代
後
の
享
保

六
年
（
一
七
二
一
）
に
、
城
下

に
散
在
し
た
小
市
場
を
統
合
し

「
近
江
町
市
場
」
を
誕
生
さ
せ

た
。
昭
和
四
十
四
年
に
は
「
近

江
町
市
場
開
設
二
百
五
十
年
記

念
式
典
」
が
挙
行
さ
れ
た
（
平

成
三
十
年
で
三
百
周
年
を
迎
え

る
）。
越
前
屋
は
そ
の
間
、
大

阪
登
米
（
藩
米
を
大
阪
で
売

却
）
の
船
輸
送
、
両
替
屋
、
銀

座
役
（
貨
幣
の
量
を
計
る
）
や

町
年
寄
の
役
職
に
た
び
た
び
就

任
す
る
。
こ
う
し
て
加
賀
藩
の

御
用
商
人
と
し
て
幕
末
ま
で
活

躍
す
る
が
、
明
治
三
年
、
大
政

奉
還
と
共
に
前
田
家
は
東
京
へ

去
り
、
越
前
屋
も
そ
の
役
割
を

終
え
る
。
越
前
屋
も
幾
筋
か
の

流
れ
と
な
り
、
あ
る
も
の
は
製

飴
業
と
な
る
。

越
前
屋
一
族
の
亥
三
郎
は
、

江
戸
時
代
か
ら
盛
業
で
あ
っ
た

平
松
屋
に
加
わ
り
、
十
代
目
平

松
亥
三
郎
と
な
り
市
中
商
人
と

し
て
辣
腕
を
振
る
う
。
当
時
は

莨た
ば
こ、

摺ま

っ

ち木
、絈お

か
せ苧

（
麻
ヒ
モ
）、

投
網
、
葛つ

づ
ら籠

な
ど
の
卸
商
で
、

い
が
ら

4

4

4

葛
籠
は
旅
行
用
の
バ
ッ

グ
と
し
て
人
気
商
品
だ
っ
た
。

亥
三
郎
は
投
網
の
改
良
を
重

ね
、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会

（
一
八
九
〇
・
東
京
）
に
出
品

し
て
い
る
。

引
き
札
（
正

月
に
得
意
先

に
手
拭
一
本

添
え
て
配
る

色
刷
り
チ
ラ

シ
）
も
十
色

刷
り
の
当
時

と
し
て
は
手

の
込
ん
だ
も

の
を
配
り
、
亥
三
郎
の
気
概
を

示
す
も
の
だ
っ
た
。
十
一
代
目

三
郎
さ
ん
、
十
二
代
目
勲
さ
ん

は
近
江
町
市
場
や
中
央
卸
市
場

で
お
菓
子
の
販
売
・
卸
を
営
み
、

三
郎
さ
ん
は
奇
術
に
魅
せ
ら
れ

松
旭
斉
天
洋
に
入
門
、
テ
レ
ビ

に
も
出
演
し
て
「
近
江
町
の
手

品
師
」
と
言
わ
れ
た
変
り
種
。

現
在
は
、
十
三
代
目
の
平
松

隆
さ
ん
（
三
十
九
歳
）
で
、
金

沢
工
大
出
身
の
技
術
屋
さ
ん
。

「
物
を
売
る
だ
け
で
は
創
造
性

が
な
い
」
と
「
作
る
こ
と
」
に

こ
だ
わ
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ま

で
自
家
製
と
い
う
徹
底
し
た

〝
無
添
加
パ
ン
〟
を
製
造
販
売
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
や
妊
娠
中
の

女
性
な
ど
に
人
気
を
博
し
て
い

る
。
お
店
に
入
る
と
、
古
い
時

代
の
「
平
松
屋
の
半
纏
」
が
表

装
さ
れ
、
壁
に
掛
か
っ
て
い
て

趣
が
あ
る
。

囲 碁

（解答は 3 面にあります） （解答は 3 面にあります）

持
駒

　金
銀

黒先　7分で1、2級以上
〈ヒント〉 １、３の好手順で白を
 ダメヅマリにします。

〈ヒント〉 竜を取られないように……。
 10分で2級

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

初級編 初級編

玉銀
竜 馬

角

歩

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独7 9 1
3 1 □ 4
4 8 5

2 1 8 5
3

7 2 6 4
6 5 1

□ 7 4 2
3 6 2

近江町いちば館広場そばの
「無添加パンまつや」店主・平松隆さん

店内に飾られている「平松屋の半纏」

白山診療班の夏山診療慰労会に参加（前列右から４番目が筆者）

石 川 保 険 医 新 聞 2012年11月15日（毎月15日発行）（8）第487号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）


